
公益財団法人 味の素ファンデーションはフェーズフリーに賛同しています。

普段から栄養バランス良く食べていることは、そのまま防災に繋がります。

『食・栄養』はフェーズフリー概念です。

という時どうなる？
あなたの食と栄養

内閣府主催 ぼうさいこくたい2019＠NAGOYA セッションNO.20

「災害発生から１週間経っても食べものが手に入らない！」

「避難所生活での食事は菓子パンとおにぎりばかり・・・」

「赤ちゃんやアレルギーの人の食事はどうしたら良いの？」

「包丁が危ないから炊き出しをしちゃいけないんだって」

「避難所のご飯、ボランティアは食べられないんだよね？」

・・・災害発生時、食・栄養の課題は山積みです。

頼りにしたい行政の方も時に被災者となり、全てには手が回りません。

でも、基本的な食べることだからこそ、誰にでも出来ることがあります。

明日は我が身の災害。一緒に考えて、行動していきませんか？

１．開催目的

（１）【災害】×【食・栄養】にまつわる課題の共有

（２）【災害】×【食・栄養】の課題解決に向けて自助・互助

・共助・公助それぞれのレベルで出来る事の検討

２．開催概要

（１）日時：2019年10月20日（日）10:00～11:30

（２）場所：愛知県名古屋市中村区太閤1丁目19-7

名古屋市ささしまライブエリア

名古屋コンベンションホールエリア3階 中会議室301

（３）ご登壇者

■（公社）日本栄養士会 JDA-DAT運営委員

山村 浩二 氏

■農林水産省 食料産業局 企画課 課長補佐

川口 貢 氏

■NPO復興支援チームフレンドシップ災害看護支援部

親子支援・災害看護支援部長 山中弓子 氏

■大和重工㈱ 営業統括本部

課長 伊藤 仁詞 氏、 管理栄養士 中下 涼 氏

（４）主催：（公財）味の素ファンデーション（TAF）

（５）共催：（特非）全国災害ボランティア支援団体

ネットワーク（JVOAD）、（公社）日本栄養士会（予定）

（６）協賛：大塚ウエルネスベンディング㈱

（７）後援：大和重工㈱

（８）協力： NPO復興支援チームフレンドシップ

（９）その他：参加費無料、事前参加登録不要

３．お問い合わせ先：

（公財）味の素ファンデーション（TAF）

被災地復興応援事業担当 齋藤由里子 taf_information@aji-foundation.org

JDA-DAT山村氏 農林水産省川口氏

フレンドシップ山中氏 大和重工㈱伊藤氏、中下氏

公益財団法人 味の素ファンデーション（TAF）はPhase Free（フェーズフリー）に賛同しています。
普段から栄養バランス良くちゃんと食べていることは、そのまま減災に繋がります。「食・栄養」はPhase Free概念です。

mailto:taf_information@aji-foundation.org



